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V(r･)-云iFv(r)頼 釦 ) (3)〝=1
とおいて､波動関数のrに対する依存性を動径関数FF.(r)に集約する｡すると､Fp(r)の満たす微分方桂
式は
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4 結論
2次ゼーマン効果を対象に､断熱展開に基づく量子計算方法を解説したo高分解能スペクトルの見事な
再現が可能であることを示したoまた､断面続の複雑さが､反射波による干渉効果にあること､そしてそれ
が古典的には有限空間内を複雑に排個して回る古典軌道の複雑さと関わりのあることを略説したo
この計算方法が現在3体問題に適応されて､興味深い成果を上げつつあることを一言添えて筆を置き
たい｡
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